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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月17日(2018.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
水性媒体中に：
　ａ）アニオン界面活性剤、両性界面活性剤および両性イオン界面活性剤から選択される
少なくとも１種類の界面活性剤；
　ｂ）少なくとも１種類のフケ防止剤；ならびに
　ｃ）非イオン両親媒性乳化重合体
を含む、フケ防止用組成物であって；
　前記乳化重合体は、少なくとも１種類の親水性単量体と少なくとも１種類の疎水性単量
体とを含む重合性単量体組成物、および１つを超える不飽和部分を含む少なくとも１種類
の両親媒性架橋剤から調製されたものであり、ここで、前記親水性単量体は、ヒドロキシ
（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリレート、Ｎ－ビニルアミド、アミノ基含有単量体
またはその混合物から選択され；前記疎水性単量体は、（メタ）アクリル酸と１～３０個
の炭素原子を含むアルコールとのエステル、１～２２個の炭素原子を含む脂肪族カルボン
酸のビニルエステル、１～２２個の炭素原子を含むアルコールのビニルエーテル、芳香族
ビニル単量体、ハロゲン化ビニル、ハロゲン化ビニリデン、会合性単量体、半疎水性単量
体またはその混合物から選択される、フケ防止用組成物。
【請求項２】
前記少なくとも１種類のフケ防止剤がピリチオンの多価金属塩から選択される、請求項１
に記載の組成物。
【請求項３】
ピリチオン亜鉛、ならびに、塩基性炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、亜鉛華およびその組合せ
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から選択される亜鉛含有層状物質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
前記少なくとも１種類のフケ防止剤が、サリチル酸、イオウ元素、二酸化セレン、硫化セ
レン、アゾール化合物、ヒドロキシピリドン化合物およびその組合せから選択される、請
求項１に記載の組成物。
【請求項５】
前記少なくとも１種類のフケ防止剤が、０．０１ｗｔ．％～５ｗｔ．％の範囲の量で存在
している、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
前記乳化重合体固形分の量が、前記組成物の重量に対して、０．５～５ｗｔ．％の範囲で
ある、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
前記界面活性剤の量が、前記組成物の重量に対して、５ｗｔ．％～３０ｗｔ％（活性ベー
ス）の範囲である、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
前記少なくとも１種類の界面活性剤が、アニオン界面活性剤および両性界面活性剤または
両性イオン界面活性剤から選択される、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
前記少なくとも１種類の両親媒性架橋剤の１つを超える反応性部分が少なくとも１つのア
リル基を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
前記両親媒性架橋剤が、式（ＩＩＩ）：
【化２２】

（式中、
Ｒ１は、Ｃ１０～２４アルキル、アルカリル、アルケニル、またはシクロアルキルであり
；
Ｒ２は、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５、またはＣ１４Ｈ２９であり；
Ｒ３はＨまたはＺ－Ｍ＋であり、
Ｚ－はＳＯ３

－、またはＰＯ３
２であり；

Ｍ＋は、Ｎａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４
＋、またはアルカノールアミンであり；

ｘは２～１０であり；
ｙは０～２００であり；
ｚは４～２００である）
の化合物であり；あるいは
　前記両親媒性架橋剤が、式（ＩＶ）：
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【化２３】

（式中、
ｎは１または２であり；
ｚは、４～４０であり；
Ｒ４は、Ｈ、ＳＯ３

－Ｍ＋、またはＰＯ３
－Ｍ＋であり、Ｍは、Ｎａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４

＋

、またはアルカノールアミンから選択される）
の化合物である、請求項１～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
前記ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリレートが、式：

【化２４】

（式中、Ｒは水素またはメチルであり、Ｒ１は、１～５個の炭素原子を含む二価のアルキ
レン部分であり、ここで、前記アルキレン部分は置換されていないか、または１つまたは
それより多くのメチル基で置換されている）
で表される少なくとも１種類の化合物から選択され；
　前記アミノ基含有単量体が、（メタ）アクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド、お
よび構造が下記の式：
【化２５】

（式中、Ｒ２は水素もしくはメチルであり、Ｒ３は独立して、水素、Ｃ１～Ｃ５アルキル
およびＣ１～Ｃ５ヒドロキシアルキルから選択され、Ｒ４は独立して、Ｃ１～Ｃ５アルキ
ルもしくはＣ１～Ｃ５ヒドロキシアルキルから選択され、Ｒ５は水素もしくはメチルであ
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り、Ｒ６はＣ１～Ｃ５アルキレンであり、Ｒ７は独立して、水素もしくはＣ１～Ｃ５アル
キルから選択され、Ｒ８は独立してＣ１～Ｃ５アルキルから選択される）
で表される少なくとも１種類の単量体；またはその混合物から選択され；
　前記Ｎ－ビニルアミドが、ラクタム環部分内に４～９個の原子を含むＮ－ビニルラクタ
ムから選択され、ここで、前記環炭素原子は置換されていないか、または１つまたはそれ
より多くのＣ１～Ｃ３低級アルキル基で置換されており；
　（メタ）アクリル酸と１～３０個の炭素を含むアルコールとの前記エステルが、式：
【化２６】

（式中、Ｒ９は水素またはメチルであり、Ｒ１０はＣ１～Ｃ２２アルキルである）
で表される少なくとも１種類の化合物から選択され；
　１～２２個の炭素原子を含む脂肪族カルボン酸の前記ビニルエステルが、式：
【化２７】

（式中、Ｒ１１は、Ｃ１～Ｃ２２脂肪族基である）
で表される少なくとも１種類の化合物から選択され；
　１～２２個の炭素原子を含むアルコールの前記ビニルエーテルが、式：

【化２８】

（式中、Ｒ１３はＣ１～Ｃ２２アルキルである）
で表される少なくとも１種類の化合物から選択され；
　前記会合性単量体が（ｉ）エチレン性不飽和末端基部分；（ｉｉ）ポリオキシアルキレ
ンの中間部分および（ｉｉｉ）８～３０個の炭素原子を含む疎水性末端基部分を含むもの
であり；
　前記会合性単量体が、式ＶＩＩおよび／またはＶＩＩＡ：



(5) JP 2017-538732 A5 2019.1.31

【化２９】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価のアリーレンであり；ＥはＨまたはメチルであり
；ｚは０または１であり；ｋは０～３０の範囲の整数であり、ｍは０または１であるが、
ｋが０である場合はｍが０であり、ｋが１～３０の範囲である場合はｍが１であるものと
し；Ｄはビニルまたはアリル部分を表し；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分
であり、Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびその組合せから選択される
二価のアルキレン部分であり；ｎは２～１５０の範囲の整数であり；Ｙは－Ｒ１５Ｏ－、
－Ｒ１５ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｒ１５ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または
－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０

分枝鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、
アラアルキル置換フェニルおよびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換
または非置換のアルキルであり；ここで、前記Ｒ１６のアルキル基、アリール基、フェニ
ル基はヒドロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基、スチリル基およびハロゲン基から
なる群より選択される１つまたはそれより多くの置換基を含むか、または含まない）
で表され；
　前記会合性単量体が、式ＶＩＩＢ：

【化３０】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４Ｈ

８から独立して選択される二価のアルキレン部分であり、ｎは１０～６０の範囲の整数を
表し；Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３

０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラアルキル置換フェニルお
よびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキルであ
り、ここで、前記Ｒ１６のアルキル基、アリール基、フェニル基は、ヒドロキシル基、ア
ルコキシル基、ベンジル基、スチリル基およびハロゲン基からなる群より選択される１つ
またはそれより多くの置換基を含むか、または含まない）
で表されるものであり； 
　前記半疎水性単量体が（ｉ）エチレン性不飽和末端基部分；（ｉｉ）ポリオキシアルキ
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レンの中間部分、および（ｉｉｉ）水素、または１～４個の炭素原子を含むアルキル基か
ら選択される末端基部分を含む、
請求項１～１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記慣用的な架橋剤が平均で３つの架橋性不飽和部分を含むものである、請求項１～１
１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）２０～６０ｗｔ．％の少なくとも１種類のＣ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル（メタ）
アクリレート；
　ｂ）１０～７０ｗｔ．％の少なくとも１種類のＣ１～Ｃ１２アルキル（メタ）アクリレ
ートまたは１０～７０ｗｔ．％の少なくとも１種類のＣ１～Ｃ５アルキル（メタ）アクリ
レート；
　ｃ）０、１、５、または１５～４０ｗｔ．％の、Ｃ１～Ｃ１０カルボン酸の少なくとも
１種類のビニルエステル；
　ｄ）０、１、５、または１５～３０ｗｔ．％のビニルラクタム；
　ｅ）０、０．１、１、５、または７～１５ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性および
／または半疎水性単量体（全ての単量体の重量パーセンテージは全単量体の重量に対する
ものである）；および
　ｆ）０．０１～５ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重合体の乾燥重量に対
して）
を含む単量体組成物から調製されたものであり；
　前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）２０～６０ｗｔ．％の少なくとも１種類のＣ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル（メタ）
アクリレート；
　ｂ）１０～３０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）１０～３５ｗｔ．％ブチルアクリレート；
　ｄ）０、１、５、または１５～２５ｗｔ．％の、ギ酸ビニル、酢酸ビニル、プロピオン
酸ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、および吉草酸ビニルから選択されるカルボン酸
のビニルエステル；
　ｅ）０、１、または１５～３０ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｆ）０、０．１、１、５、または７～１５ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性単量体
および／または半疎水性単量体（全ての単量体の重量パーセンテージは全単量体の重量に
対するものである）；および
　ｇ）０．０１～５ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重合体の乾燥重量に対
して）
を含む単量体組成物から調製されたものであり；
　前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）２０～５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）１０～３０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）１０～３０ｗｔ．％ブチルアクリレート；
　ｄ）０、１、または１５～２５ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｅ）０または１５～２５ｗｔ．％の酢酸ビニル；
　ｆ）０、０．１、１、５、または７～１０ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性および
／または半疎水性単量体（全ての単量体の重量パーセンテージは全単量体の重量に対する
ものである）；および
　ｇ）０．０１～５ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重合体の乾燥重量に対
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して）
を含む単量体組成物から調製されたものであり；
　前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）２０～５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）１０～４０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）１０～２０ｗｔ．％ブチルアクリレート；
　ｄ）０．１～１０ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性および／または半疎水性単量体
（全ての単量体の重量パーセンテージは全単量体の重量に対するものである）；および
　ｅ）０．０１～５ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重合体の乾燥重量に対
して）
を含む単量体組成物から調製されたものであり；
　前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）２０～５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）１０～３０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）１０～３０ｗｔ．％ブチルアクリレート；
　ｄ）１～１０ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性および／または半疎水性単量体（全
ての単量体の重量パーセンテージは全単量体の重量に対するものである）；および
　ｅ）０．０１～５ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重合体の乾燥重量に対
して）
を含む単量体組成物から調製されたものであり；
　前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）２０～３５ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）１０～３０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）１０～３０ｗｔ．％ブチルアクリレート；
　ｄ）１５～２５ｗｔ．％のビニルピロリドン、
　ｅ）１５～２５ｗｔ．％の酢酸ビニル（全ての単量体の重量パーセンテージは全単量体
の重量に対するものである）；および
　ｆ）０．０１～５ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重合体の乾燥重量に対
して）
を含む単量体組成物から調製されたものであり；あるいは
　前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）２０～４０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）１０～３０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）１０～３０ｗｔ．％ブチルアクリレート；
　ｄ）１５～２５ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｅ）１～５ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性および／または半疎水性単量体（全て
の単量体の重量パーセンテージは全単量体の重量に対するものである）；および
　ｆ）０．０１～５ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重合体の乾燥重量に対
して）
を含む単量体組成物から調製されたものである、請求項１～１２のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１４】
前記単量体組成物中の前記会合性単量体が、ラウリルポリエトキシ化（メタ）アクリレー
ト、セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メタ）ア
クリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエトキシ
化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セロチルポリ
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エトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メ
リシルポリエトキシ化（メタ）アクリレートから選択され、ここで、前記単量体のポリエ
トキシ化部分は２～５０個のエチレンオキシド単位を含む、請求項１～１３のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項１５】
さらに、カチオン性化合物、カチオン性ポリマー、両性ポリマー、シリコーン、炭化水素
油、天然油、天然ワックス、合成ワックスおよびその組合せから選択されるコンディショ
ニング剤を含む、請求項１～１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
フケ防止用シャンプー組成物の相安定性を向上させるための方法であって、前記組成物に
請求項１～１５のいずれか一項に記載の非イオン両親媒性乳化重合体を加えることを含む
方法。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１８】
　シャンプー組成物で処理した毛束サンプル上に堆積したシリコン（ケイ素原子）の量は
、蛍光Ｘ線（ＸＲＦ）分光法により、上記に示した試験方法論に従って測定することがで
きる。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
水性媒体中に：
　ａ）アニオン界面活性剤、両性界面活性剤および両性イオン界面活性剤から選択される
少なくとも１種類の界面活性剤；
　ｂ）少なくとも１種類のフケ防止剤；ならびに
　ｃ）非イオン両親媒性乳化重合体
を含む、フケ防止用組成物であって；
　前記乳化重合体は、少なくとも１種類の親水性単量体と少なくとも１種類の疎水性単量
体とを含む重合性単量体組成物、および１つを超える不飽和部分を含む少なくとも１種類
の両親媒性架橋剤から調製されたものであり、ここで、前記親水性単量体は、ヒドロキシ
（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリレート、Ｎ－ビニルアミド、アミノ基含有単量体
またはその混合物から選択され；前記疎水性単量体は、（メタ）アクリル酸と１～３０個
の炭素原子を含むアルコールとのエステル、１～２２個の炭素原子を含む脂肪族カルボン
酸のビニルエステル、１～２２個の炭素原子を含むアルコールのビニルエーテル、芳香族
ビニル単量体、ハロゲン化ビニル、ハロゲン化ビニリデン、会合性単量体、半疎水性単量
体またはその混合物から選択される、フケ防止用組成物。
（項目２）
前記少なくとも１種類のフケ防止剤がピリチオンの多価金属塩から選択される、項目１に
記載の組成物。
（項目３）
前記少なくとも１種類のフケ防止剤が、ピリチオンの少なくとも１種類のカルシウム、マ
グネシウム、バリウム、ストロンチウム、亜鉛、カドミウム、スズおよびジルコニウム金
属塩から選択される、項目２に記載の組成物。
（項目４）
前記少なくとも１種類のフケ防止剤がピリチオン亜鉛である、項目３に記載の組成物。
（項目５）
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さらに、塩基性炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、亜鉛華およびその組合せから選択される亜鉛
含有層状物質を含む、項目４に記載の組成物。
（項目６）
前記亜鉛層状物質が亜鉛華または塩基性炭酸亜鉛である、項目５に記載の組成物。
（項目７）
前記亜鉛層状物質が塩基性炭酸亜鉛である、項目６に記載の組成物。
（項目８）
ピリジンチオンの前記少なくとも１種類の金属塩が一態様では約０．０１ｗｔ．％～約５
ｗｔ．％、別の態様では約０．１ｗｔ．％～約２ｗｔ．％の範囲の量で存在している、項
目２～７のいずれかに記載の組成物。
（項目９）
前記亜鉛層状物質の、ピリジンチオンの前記少なくとも１種類の金属塩に対する重量比が
、一態様では５：１００～１０：１、別の態様では約２：１０～約５：１、さらに別の態
様では約１：２～約３：１である、項目２～８のいずれかに記載の組成物。
（項目１０）
前記少なくとも１種類のフケ防止剤が、サリチル酸、イオウ元素、二酸化セレン、硫化セ
レン、アゾール化合物、ヒドロキシピリドン化合物およびその組合せから選択される、項
目１に記載の組成物。
（項目１１）
前記少なくとも１種類のフケ防止剤が一態様では約０．０１ｗｔ．％～約５ｗｔ．％、別
の態様では約０．１ｗｔ．％～約２ｗｔ．％の範囲の量で存在している、項目１０に記載
の組成物。
（項目１２）
前記乳化重合体固形分の量が前記組成物の重量に対して、一態様において約０．５～約５
ｗｔ．％の範囲であり、別の態様において、約１～約３ｗｔ．％の範囲である、前記項目
のいずれかに記載の組成物。
（項目１３）
前記界面活性剤の量が、前記組成物の重量に対して、一態様において約５ｗｔ．％～約３
０ｗｔ％（活性ベース）の範囲であり、別の態様において、約６ｗｔ．％～約２０ｗｔ％
（活性ベース）の範囲である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１４）
前記少なくとも１種類の界面活性剤が、アニオン界面活性剤および両性界面活性剤または
両性イオン界面活性剤から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１５）
前記少なくとも１種類のアニオン界面活性剤がエトキシル化されたものである、前記項目
のいずれかに記載の組成物。
（項目１６）
前記少なくとも１種類のアニオン界面活性剤が、一態様において、平均で１～３モルのエ
トキシル化を含み、別の態様において、平均で１～２モルのエトキシル化を含む、前記項
目のいずれかに記載の組成物。
（項目１７）
前記少なくとも１種類のアニオン界面活性剤が、ドデシル硫酸ナトリウム、ドデシル硫酸
アンモニウム、ラウリル硫酸ナトリウム、トリデセス硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸アン
モニウム、ラウレス硫酸ナトリウム、ラウレス硫酸アンモニウムまたはその混合物から選
択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１８）
前記少なくとも１種類の両性界面活性剤または両性イオン界面活性剤がコカミドプロピル
ベタインである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１９）
前記乳化重合体と前記少なくとも１種類の界面活性剤がエチレンオキシド部分を実質的に
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含まない、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２０）
アニオン界面活性剤の両性界面活性剤（活性物質）に対する比が、一態様では１０：１～
約２：１、別の態様では９：１、８：１、７：１　６：１、５：１、４．５：１、４：１
または３：１である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２１）
前記少なくとも１種類の両親媒性架橋剤の１つを超える反応性部分が少なくとも１つのア
リル基を含む、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２２）
前記少なくとも１種類の両親媒性架橋剤の１つを超える反応性部分が少なくとも２つのア
リル基を含む、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２３）
前記両親媒性架橋剤が、式（ＩＩＩ）：
【化２２】

（式中、
Ｒ１は、Ｃ１０～２４アルキル、アルカリル、アルケニル、またはシクロアルキルであり
；
Ｒ２は、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５、またはＣ１４Ｈ２９であり；
Ｒ３はＨまたはＺ－Ｍ＋であり、
Ｚ－はＳＯ３

－、またはＰＯ３
２であり；

Ｍ＋は、Ｎａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４
＋、またはアルカノールアミンであり；

ｘは２～１０であり；
ｙは０～２００であり；
ｚは４～２００である）
の化合物である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２４）
前記両親媒性架橋剤が、式（ＩＶ）：

【化２３】

（式中、
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ｎは１または２であり；
ｚは、一態様では４～４０、別の態様では５～３８、さらなる一態様では１０～２０であ
り；
Ｒ４は、Ｈ、ＳＯ３

－Ｍ＋、またはＰＯ３
－Ｍ＋であり、Ｍは、Ｎａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４

＋

、またはアルカノールアミンから選択される）
の化合物である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２５）
前記ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリレートが、式：
【化２４】

（式中、Ｒは水素またはメチルであり、Ｒ１は、１～５個の炭素原子を含む二価のアルキ
レン部分であり、ここで、前記アルキレン部分は任意選択で、１つまたはそれより多くの
メチル基で置換されていてもよい）
で表される少なくとも１種類の化合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成
物。
（項目２６）
前記アミノ基含有単量体が、（メタ）アクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド、およ
び構造が下記の式：
【化２５】

（式中、Ｒ２は水素もしくはメチルであり、Ｒ３は独立して、水素、Ｃ１～Ｃ５アルキル
およびＣ１～Ｃ５ヒドロキシアルキルから選択され、Ｒ４は独立して、Ｃ１～Ｃ５アルキ
ルもしくはＣ１～Ｃ５ヒドロキシアルキルから選択され、Ｒ５は水素もしくはメチルであ
り、Ｒ６はＣ１～Ｃ５アルキレンであり、Ｒ７は独立して、水素もしくはＣ１～Ｃ５アル
キルから選択され、Ｒ８は独立してＣ１～Ｃ５アルキルから選択される）
で表される少なくとも１種類の単量体；またはその混合物から選択される、前記項目のい
ずれかに記載の組成物。
（項目２７）
前記Ｎ－ビニルアミドが、ラクタム環部分内に４～９個の原子を含むＮ－ビニルラクタム
から選択され、ここで、その環炭素原子は任意選択で、１つまたはそれより多くのＣ１～
Ｃ３低級アルキル基で置換されていてもよい、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２８）
（メタ）アクリル酸と１～３０個の炭素を含むアルコールとの前記エステルが、式：
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【化２６】

（式中、Ｒ９は水素またはメチルであり、Ｒ１０はＣ１～Ｃ２２アルキルである）
で表される少なくとも１種類の化合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成
物。
（項目２９）
１～２２個の炭素原子を含む脂肪族カルボン酸の前記ビニルエステルが、式：
【化２７】

（式中、Ｒ１１は、アルキルまたはアルケニルであり得るＣ１～Ｃ２２脂肪族基である）
で表される少なくとも１種類の化合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成
物。
（項目３０）
１～２２個の炭素原子を含むアルコールの前記ビニルエーテルが、式：

【化２８】

（式中、Ｒ１３はＣ１～Ｃ２２アルキルである）
で表される少なくとも１種類の化合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成
物。
（項目３１）
前記会合性単量体が（ｉ）エチレン性不飽和末端基部分；（ｉｉ）ポリオキシアルキレン
の中間部分および（ｉｉｉ）８～３０個の炭素原子を含む疎水性末端基部分を含むもので
ある、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３２）
前記会合性単量体が、式ＶＩＩおよび／またはＶＩＩＡ：
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【化２９】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価のアリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数であり
、ｍは０または１であるが、ｋが０である場合はｍが０であり、ｋが１～約３０の範囲で
ある場合はｍが１であるものとし；Ｄはビニルまたはアリル部分を表し；（Ｒ１５－Ｏ）

ｎはポリオキシアルキレン部分であり、前記部分は、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単位の
ホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであり得、Ｒ１５は、Ｃ２

Ｈ４、Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびその組合せから選択される二価のアルキレン部分で
あり；ｎは一態様では約２～約１５０、別の態様では約１０～約１２０、さらなる一態様
では約１５～約６０の範囲の整数であり；Ｙは－Ｒ１５Ｏ－、－Ｒ１５ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ
）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｒ１５ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－
であり；Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ

３０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラアルキル置換フェニル
およびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキルで
あり；ここで、Ｒ１６のアルキル基、アリール基、フェニル基は任意選択で、ヒドロキシ
ル基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリル基およびハロゲン基からなる群より選択さ
れる１つまたはそれより多くの置換基を含む）
で表される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３３）
前記会合性単量体が、式ＶＩＩＢ：

【化３０】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４Ｈ

８から独立して選択される二価のアルキレン部分であり、ｎは約１０～約６０の範囲の整
数を表し、（Ｒ１５－Ｏ）はランダム構成に配列されていてもブロック構成に配列されて
いてもよく；Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝鎖アルキル、Ｃ８

～Ｃ３０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラアルキル置換フェ
ニルおよびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキ
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ルであり、ここで、Ｒ１６のアルキル基、アリール基、フェニル基は任意選択で、ヒドロ
キシル基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリル基およびハロゲン基からなる群より選
択される１つまたはそれより多くの置換基を含む）
で表されるものである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３４）
前記半疎水性単量体が（ｉ）エチレン性不飽和末端基部分；（ｉｉ）ポリオキシアルキレ
ンの中間部分、および（ｉｉｉ）水素、または１～４個の炭素原子を含むアルキル基から
選択される末端基部分を含む、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３５）
前記半疎水性単量体が、式ＶＩＩＩおよびＩＸ：
【化３１】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価のアリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数であり
、ｍは０または１であるが、ｋが０である場合はｍが０であり、ｋが１～約３０の範囲で
ある場合はｍが１であるものとし；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分であり
、前記部分は、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマーま
たはブロックコポリマーであり得、Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８および
その組合せから選択される二価のアルキレン部分であり；ｎは一態様では約２～約１５０
、別の態様では約５～約１２０、さらなる一態様では約１０～約６０の範囲の整数であり
；Ｒ１７は、水素および直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ４アルキル基から選択され；Ｄはビ
ニルまたはアリル部分を表す）
で表される少なくとも１種類の単量体から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成
物。
（項目３６）
前記半疎水性単量体が、式ＶＩＩＩＡおよびＶＩＩＩＢ：
　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－Ｈ　　ＶＩＩ
ＩＡ
　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－ＣＨ３　ＶＩ
ＩＩＢ
（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり、「ａ」は一態様では０または２～約１２０、
別の態様では約５～約４５、さらなる一態様では約１０～約．２５の範囲の整数であり、
「ｂ」は一態様では約０または２～約１２０、別の態様では約５～約４５、さらなる一態
様では約１０～約．２５の範囲の整数であるが、「ａ」と「ｂ」が同時に０にはなり得な
いものとする）
で表される少なくとも１種類の単量体から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成
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物。
（項目３７）
前記重合体が、少なくとも３０ｗｔ．％の前記親水性単量体（１種類または複数種）およ
び少なくとも５ｗｔ．％の前記疎水性単量体を含む単量体混合物から重合されたものであ
る、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３８）
前記両親媒性重合体が慣用的な架橋剤を含むものであり、前記慣用的な架橋剤が、前記重
合体中に前記重合体の乾燥重量に対して約０．０１～約１ｗｔ．％で組み込まれるのに充
分な量で存在している、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３９）
前記慣用的な架橋剤が平均で約３つの架橋性不飽和部分を含むものである、前記項目のい
ずれかに記載の組成物。
（項目４０）
前記単量体混合物が慣用的な架橋剤を含み、前記慣用的な架橋剤が、前記重合体中に前記
重合体の乾燥重量に対して約０．０１～約０．３ｗｔ．％で組み込まれるのに充分な量で
存在している、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４１）
前記少なくとも１種類の慣用的な架橋剤が、トリメチロールプロパンのポリアリルエーテ
ル、ペンタエリスリトールのポリアリルエーテル、スクロースのポリアリルエーテルまた
はその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４２）
前記少なくとも１種類の慣用的な架橋剤が、ペンタエリスリトールジアリルエーテル、ペ
ンタエリスリトールトリアリルエーテル、ペンタエリスリトールテトラアリルエーテル；
またはその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４３）
前記非イオン両親媒性乳化重合体が、安定化界面活性剤またはその反応性誘導体の存在下
で調製されたものである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４４）
前記非イオン両親媒性乳化重合体が、保護コロイドの存在下で調製されたものである、前
記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４５）
前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）約２０～約６０ｗｔ．％の少なくとも１種類のＣ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル（メ
タ）アクリレート；
　ｂ）約１０～約７０ｗｔ．％の少なくとも１種類のＣ１～Ｃ１２アルキル（メタ）アク
リレートまたは約１０～約７０ｗｔ．％の少なくとも１種類のＣ１～Ｃ５アルキル（メタ
）アクリレート；
　ｃ）約０、１、５、または１５～約４０ｗｔ．％の、Ｃ１～Ｃ１０カルボン酸の少なく
とも１種類のビニルエステル；
　ｄ）約０、１、５、または１５～約３０ｗｔ．％のビニルラクタム（例えば、ビニルピ
ロリドン）；
　ｅ）約０、０．１、１、５、または７～約１５ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性お
よび／または半疎水性単量体（全ての単量体の重量パーセンテージは全単量体の重量に対
するものである）；および
　ｆ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、お
よびさらなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋
剤と前記慣用的な架橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重
合体の乾燥重量に対して）
を含む単量体組成物から調製されたものである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４６）
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前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）約２０～約６０ｗｔ．％の少なくとも１種類のＣ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル（メ
タ）アクリレート；
　ｂ）約１０～約３０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）約１０～約３５ｗｔ．％ブチルアクリレート；
　ｄ）約０、１、５、または１５～約２５ｗｔ．％の、ギ酸ビニル、酢酸ビニル、プロピ
オン酸ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、および吉草酸ビニルから選択されるカルボ
ン酸のビニルエステル；
　ｅ）約０、１、または１５～約３０ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｆ）約０、０．１、１、５、または７～約１５ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性単
量体および／または半疎水性単量体（全ての単量体の重量パーセンテージは全単量体の重
量に対するものである）；および
　ｇ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、お
よびさらなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋
剤と前記慣用的な架橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重
合体の乾燥重量に対して）
を含む単量体組成物から調製されたものである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４７）
前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）約２０～約５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）約１０～約３０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）約１０～約３０ｗｔ．％ブチルアクリレート；
　ｄ）約０、１、または１５～約２５ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｅ）約０または１５～約２５ｗｔ．％の酢酸ビニル；
　ｆ）約０、０．１、１、５、または７～約１０ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性お
よび／または半疎水性単量体（全ての単量体の重量パーセンテージは全単量体の重量に対
するものである）；および
　ｇ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、お
よびさらなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋
剤と前記慣用的な架橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重
合体の乾燥重量に対して）
を含む単量体組成物から調製されたものである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４８）
前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）約２０～約５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）約１０～約４０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）約１０～約２０ｗｔ．％ブチルアクリレート；
　ｄ）約０．１～約１０ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性および／または半疎水性単
量体（全ての単量体の重量パーセンテージは全単量体の重量に対するものである）；およ
び
　ｅ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、お
よびさらなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋
剤と前記慣用的な架橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重
合体の乾燥重量に対して）
を含む単量体組成物から調製されたものである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４９）
前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）約２０～約５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）約１０～約３０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）約１０～約３０ｗｔ．％ブチルアクリレート；
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　ｄ）約１～約１０ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性および／または半疎水性単量体
（全ての単量体の重量パーセンテージは全単量体の重量に対するものである）；および
　ｅ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、お
よびさらなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋
剤と前記慣用的な架橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重
合体の乾燥重量に対して）
を含む単量体組成物から調製されたものである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目５０）
前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）約２０～約３５ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）約１０～約３０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）約１０～約３０ｗｔ．％ブチルアクリレート；
　ｄ）約１５～約２５ｗｔ．％のビニルピロリドン、
　ｅ）約１５～約２５ｗｔ．％の酢酸ビニル（全ての単量体の重量パーセンテージは全単
量体の重量に対するものである）；および
　ｆ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、お
よびさらなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋
剤と前記慣用的な架橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重
合体の乾燥重量に対して）
を含む単量体組成物から調製されたものである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目５１）
前記非イオン両親媒性乳化重合体が、
　ａ）約２０～約４０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）約１０～約３０ｗｔ．％エチルアクリレート；
　ｃ）約１０～約３０ｗｔ．％ブチルアクリレート；
　ｄ）約１５～約２５ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｅ）約１～約５ｗｔ．％の少なくとも１種類の会合性および／または半疎水性単量体（
全ての単量体の重量パーセンテージは全単量体の重量に対するものである）；および
　ｅ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、お
よびさらなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋
剤と前記慣用的な架橋剤との組合せから選択される少なくとも１種類の橋かけ剤（前記重
合体の乾燥重量に対して）
を含む単量体組成物から調製されたものである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目５２）
前記単量体組成物中の前記会合性単量体が、ラウリルポリエトキシ化（メタ）アクリレー
ト、セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メタ）ア
クリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエトキシ
化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セロチルポリ
エトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メ
リシルポリエトキシ化（メタ）アクリレートから選択され、ここで、前記単量体のポリエ
トキシ化部分は約２～約５０個のエチレンオキシド単位を含む、前記項目のいずれかに記
載の組成物。
（項目５３）
一態様では約２～約１４、別の態様では約３～約１０、さらに別の態様では約５～約９、
さらなる一態様では約６．５～約８．５、およびなおさらなる一態様では約７～約８の範
囲のｐＨを有する、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目５４）
さらに、カチオン性化合物、カチオン性ポリマー、両性ポリマー、シリコーン、炭化水素
油、天然油、天然ワックス、合成ワックスおよびその組合せから選択されるコンディショ
ニング剤を含む、前記項目のいずれかに記載の組成物。
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（項目５５）
シャンプー、ベビーシャンプー、ボディーウォッシュ、シャワージェル、液体ハンドソー
プ、ペット洗浄用製品または洗顔料から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物
。
（項目５６）
フケ防止用シャンプー組成物の相安定性を向上させるための方法であって、前記組成物に
前記項目のいずれかに記載の非イオン両親媒性乳化、乳化重合体を加えることを含む方法
。
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